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と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

主　な　内　容�

£16年度事業計画…………………………………………（２）

£公的資金の主な改正 …………………………………（３）

£中小企業景況調査（１～３月）………………………（４）

£経営一口講座 …………………………………………（５）

£平成15年度いしかわ商工会ベスト店賞………（６）（７）

£探訪「チャレンジ企業」

㈱クリーンファイア：内浦町 ………………………（８）

繊
維
産
業
の
技
術
交
流
拠
点
で
あ
る
能
登

テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
ラ
ボ
で
は
、
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
を
利
用
し
た
も
の
づ
く
り
研
究
会
を
た

ち
あ
げ
て
い
る
。
町
、
業
者
、
商
工
会
が
一

丸
と
な
っ
て
地
場
の
素
材
を
生
か
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
商
品
を
開
発
し
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

プ
リ
ン
タ
を
利
用
し
て
提
供
し
て
い
く
試
み

で
あ
る
。
す
で
に
こ
れ
ま
で
も
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
や
、
の
れ
ん
、
グ
ッ
ズ
等
を
作
成
し
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
衣
装
づ
く
り
に

も
一
役
か
っ
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら
に
感
性

に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
製
品

作
り
を
研
究
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

（
鳥
屋
町
商
工
会
）

地場の素材を生かし、オリジナルな商品の開発に挑む。

ファッションショーをタペストリーにプリント

インクジェットプリンタ

オリジナルな小物にプリント

家族の写真を記念にプリント

全国優勝した鳥屋小学校の30人31脚をインクジェ
ットプリントし、卒業記念に生徒達に配った。
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県
連
合
会
は
三
月
二
十
九
日
に

臨
時
総
会
を
開
催
し
、
十
六
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
な
ど
に
つ

い
て
決
定
し
た
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
合
併
に
伴
う
新
商
工
会
の
運
営

支
援
強
化
、
中
小
企
業
の
再
生
支

援
、
女
性
部
全
国
大
会
の
開
催
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
事
業

へ
の
支
援
な
ど
を
決
め
た
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

〔
商
工
会
の
組
織
・
運
営
支
援
〕

商
工
会
合
併
の
進
展
等
に
伴
う

新
商
工
会
の
組
織
・
財
政
・
事
業

等
運
営
・
支
援
の
強
化
や
行
政
等

へ
の
提
言
、「
県
連
合
会
の
あ
り
方
」

検
討
及
び
職
員
の
資
質
向
上
を
推

進
す
る
。

〔
中
小
企
業
の
再
生
支
援
〕

「
経
営
安
定
・
再
生
支
援
特
別

相
談
室
（
構
成
員
―
商
工
調
停
士
）」

及
び
「
中
小
企
業
経
営
相
談
室
」

の
機
動
的
活
用
と
経
営
革
新
支
援

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
、
活
用
に

よ
り
経
営
改
善
、
経
営
再
生
等
に

取
り
組
む
中
小
企
業
を
支
援
す
る
。

〔
広
域
連
携
指
導
〕

ブ
ロ
ッ
ク
別
広
域
連
携
指
導
体

制
の
定
着
化
を
図
る
た
め
、
広
域

連
携
担
当
職
員
の
資
質
向
上
支
援

及
び
中
小
企
業
診
断
士
養
成
課
程

へ
の
経
営
指
導
員
の
継
続
派
遣
等

を
支
援
す
る
。

〔
創
業
・
経
営
革
新
等
支
援
〕

創
業
塾
（
対
象
―
創
業
予
定
者
）

及
び
第
二
創
業
塾
（
対
象
―
事
業

を
営
ん
で
い
る
者
・
若
手
後
継
者

の
分
社
化
・
新
事
業
展
開
等
）
を

開
催
し
、
経
営
革
新
等
に
取
り
組

む
企
業
等
を
支
援
す
る
。

〔
青
年
部
・
女
性
部
育
成
〕

十
月
に
「
第
七
回
女
性
部
全
国

大
会
in
石
川
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
交
流
研
修

会
の
開
催
な
ど
、
青
年
部
・
女
性

部
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
若

手
後
継
者
、
共
同
経
営
者
等
の
資

質
向
上
を
推
進
す
る
。

〔
地
域
産
業
振
興
〕

商
工
会
地
域
の
特
性
・
技
術
に

よ
る
製
品
等
の
魅
力
・
価
値
を
高

め
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
支
援

（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
事

業
）
や
特
産
品
等
の
販
路
開
拓
を

支
援
す
る
事
業
等
、
地
域
産
業
や

ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

〔
各
種
共
済
事
業
〕

「
傷
害
共
済
制
度
」
の
新
制
度
（
生

命
重
視
型
）
創
設
な
ど
商
工
会
員

独
自
の
各
種
共
済
制
度
の
魅
力
化

を
推
進
す
る
。

＝
人
事
異
動
＝

﹇
商
工
会
職
員
の
採
用
・
退
職
﹈

▽
辰
口
町
　
採
用
　
西
田
正
賀

（
事
務
局
長
）
退
職
　
東
正
芳
（
事

務
局
長
）
▽
川
北
町
　
採
用
　
北

清
弘
（
事
務
局
長
）
退
職
　
西
一

政
（
事
務
局
長
）
▽
野
々
市
町

採
用
　
竹
内
広
幸
（
経
営
指
導
員
）

退
職
　
竹
中
勝
幸
（
経
営
指
導
員
）

▽
津
幡
町
　
採
用
　
上
野
谷
志
津

恵
（
補
助
員
）
退
職
　
吉
尾
洋
子

（
補
助
員
）
▽
か
ほ
く
市
　
採
用

榊
原
邦
雄
（
事
務
局
長
）
任
用

高
田
治
喜
（
事
務
局
次
長
）
▽
高

松
町
　
退
職
　
森
信
義
（
事
務
局

長
）
▽
宇
ノ
気
町
　
退
職
　
松
本

逸
郎
（
事
務
局
長
）
▽
内
灘
町

任
用
　
長
尾
善
伸
（
事
務
局
長
）

﹇
人
事
交
流
（

）
内
は
前
任
地
﹈

▽
県
連
合
会
　
西
村
道
博
（
森
本
）

▽
森
本
　
飯
山
治
郎
（
県
連
合
会
）

合
併
に
伴
う
新
商
工
会
支
援�

〜
臨
時
総
会
で
十
六
年
度
事
業
を
決
定
〜�

祝辞を述べる谷本知事

か
ほ
く
市
内
の
三
商
工
会
（
旧

高
松
町
、
旧
七
塚
町
、
旧
字
ノ
気

町
）
が
四
月
一
日
、
合
併
し
「
か

ほ
く
市
商
工
会
」
と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
商
工
会
法
に
基

づ
く
「
合
併
」
は
県
内
初
の
ケ
ー

ス
で
、
会
員
数
は
千
四
百
九
十
五

と
な
り
県
内
最
大
規
模
と
な
っ
た
。

新
商
工
会
は
、
本
所
を
か
ほ
く

市
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
内

（
旧
高
松
町
商
工
会
）
に
置
く
ほ
か
、

七
塚
支
所
（
旧
七
塚
町
商
工
会
館
）

と
宇
ノ
気
支
所
（
旧
字
ノ
気
町
商

工
会
館
）
に
そ
れ
ぞ
れ
職
員
を
常

駐
さ
せ
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
層

の
充
実
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

四
月
一
日
は
、
高
松
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
で
設
立
委
員
や
来
賓
、

役
員
な
ど
が
出
席
し
て
開
所
式
が

開
か
れ
、
正
面
玄
関
で
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
新
商
工
会
の
門
出
を
祝

っ
た
。
式
典
で
は
小
山
良
一
初
代

会
長
（
旧
高
松
町
商
工
会
長
）
が

式
辞
で
「
地
域
経
済
の
活
性
化
を

実
現
で
き
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
た
。
ま
た
、
開
所
式
に
先

立
ち
、
県
庁
で
は
谷
本
正
憲
知
事

か
ら
、
か
ほ
く
市
商
工
会
に
対
す

る
合
併
認
可
書
が
交
付
さ
れ
た
。

県
内
で
は
、
市
町
村
合
併
に
伴

っ
て
、
能
美
郡
三
町
な
ど
四
地
域

で
も
商
工
会
合
併
の
協
議
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

合併認可書の交付＝県庁知事室

かほく市商工会開所式＝かほく市商工会

か
ほ
く
市
商
工
会

か
ほ
く
市
商
工
会
　誕
生
誕
生�

か
ほ
く
市
商
工
会

か
ほ
く
市
商
工
会
　誕
生
誕
生�

か
ほ
く
市
商
工
会
　誕
生�



-3-

16.5.1 No. 481

今
年
も
ま
た
四

〇
〇
〇
人
を
超
え

る
若
者
が
県
内
企

業
に
就
職
し
た
。

完
全
失
業
率
が

五
％
台
を
低
迷

し
、
有
効
求
人
倍

率
も
〇
・
八
前
後

に
止
ま
る
厳
し
い
雇
用
環
境
の
中
で

選
ば
れ
て
き
た
若
者
た
ち
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
年
後
に
は
高

校
卒
業
者
で
二
五
％
（
大
学
卒
十

五
％
）
が
辞
め
、
二
年
後
に
は
四

〇
％
（
大
学
卒
二
五
％
）、
三
年
後

に
は
五
〇
％
（
大
学
卒
三
五
％
）
が

辞
め
て
い
く
と
い
う
。

信
じ
難
い
数
字
で
あ
る
が
、
こ
れ

も
事
実
で
あ
る
。

ま
た
、
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
る

若
者
も
増
え
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
時
点
で
は
、
全
国
で

お
よ
そ
四
一
七
万
人
と
い
わ
れ
て
い

た
が
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所
の
予
測

で
は
二
〇
一
〇
年
に
は
四
七
六
万
人

に
達
す
る
と
見
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
い
っ
た
い
ど

こ
に
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

企
業
そ
の
も
の
に
あ
る
の
か
、
仕

事
が
面
白
く
な
い
の
か
、
忍
耐
力
に

問
題
が
あ
る
の
か
、
格
好
い
い
表
現

を
す
れ
ば
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
」
な
の
か
。

Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所
は
、
さ
ら
に

正
社
員
と
フ
リ
ー
タ
ー
を
比
較
し
て

社
会
全
体
の
「
経
済
的
損
失
」
を
試

算
し
て
い
る
。

一
つ
は
消
費
へ
の
影
響
。

正
社
員
の
生
涯
賃
金
を
二
億
一
五

〇
〇
万
円
と
見
る
と
、
フ
リ
ー
タ
ー

は
五
二
〇
〇
万
円
と
な
り
、
全
体
の

消
費
額
で
は
八
兆
八
〇
〇
〇
億
円
の

減
少
、
貯
蓄
も
三
兆
八
〇
〇
〇
億
円

の
減
少
と
な
る
そ
う
だ
。

も
う
一
つ
は
税
収
面
へ
の
影
響
だ
。

正
社
員
の
所
得
税
は
年
十
三
万
四

七
〇
〇
円
の
課
税
に
対
し
、
フ
リ
ー

タ
ー
は
一
万
二
四
〇
〇
円
で
あ
り
、

税
収
全
体
で
も
一
兆
二
〇
〇
〇
億
円

の
減
と
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
数
字
を
見
る
と
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
競
争
時
代
に
、
ま
た
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
く
時

代
に
、
こ
の
国
は
、
将
来
果
た
し
て

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
を
強

く
す
る
。

今
年
新
し
く
就
職
し
た
若
者
に
は

少
し
で
も
長
く
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い

た
い
。

（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）

さ
れ
ま
し
た
。

●
当
座
貸
越
制
度
の
新
設
●

小
口
融
資
に
当
座
貸
越
分
（
限

度
額
五
百
万
円
。
小
口
融
資
一
千

五
百
万
円
の
内
枠
）
が
新
設
さ
れ
、

設
定
し
た
極
度
額
の
範
囲
内
で
簡

易
審
査
に
よ
る
迅
速
な
借
入
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。（
な
お
、
利
用

に
は
商
工
会
の
推
薦
の
ほ
か
、
一

定
の
財
務
要
件
等
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。）

●
創
業
者
支
援
融
資
制
度
の
簡
素

化
・
要
件
緩
和
●

特
別
分
の
廃
止
に
加
え
、
一
定

〜
石
川
県
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
〜�

●
新
創
業
融
資
制
度
●

融
資
限
度
額
　
五
百
五
十
万
円

→

七
百
五
十
万
円

●
第
三
者
保
証
人
を
不
要
と
す
る

融
資
●

融
資
限
度
額
　
一
千
万
円

→

一
千
五
百
万
円

『設備資金貸付制度／設備貸与制度�
／モノづくり再生・経営革新企業設�
備貸与制度』の16年度受付開始Y

～(財)石川県産業創出支援機構～�

設備投資は公的制度がバックアップZ

(財)石川県産業創出支援機構�
設備資金課　Tel 076-267-1140�
　　　　　　Fax 076-267-3622

―　お問い合わせ先　―�

平
成
五
年
か
ら
中
国
江
蘇
省
人

民
対
外
友
好
協
会
を
派
遣
窓
口
と

し
て
、
県
内
商
工
会
が
共
同
で
技

術
研
修
生
の
受
入
を
実
施
し
て
い

る
が
、
今
年
度
は
、
初
め
て
前
期

と
後
期
の
二
期
に
別
れ
て
の
受
入

と
な
っ
た
。

第
十
二
次
の
前
期
研
修
生
十
三

名
が
四
月
十
二
日
に
入
国
し
、
柳

田
村
の
「
若
草
寮
」
で
六
日
間
の

集
合
研
修
を
実
施
、
最
終
日
に
受

入
商
工
会
、
受
入
企
業
に
出
迎
え

ら
れ
、
各
研
修
地
に
入
っ
た
。

今
回
か
ら
、
受
入
企
業
に
柳
田

村
商
工
会
の
㈲
テ
ン
ジ
ン
（
縫
製

業
）
が
加
わ
り
、
現
在
滞
在
す
る

研
修
生
、
実
習
生
の
総
数
は
五
十

一
名
と
な
っ
た
。

研
修
生
は
、
今
後
一
年
間
に
亘

り
技
術
や
知
識
な
ど
の
「
研
修
」

を
受
け
、そ
の
後
さ
ら
に
二
年
間
、

習
得
し
た
技
術
等
の
成
果
を
高
め

る
た
め
の
「
技
能
実
習
」
に
臨
む
。

後
期
研
修
生
の
受
入
は
、
八
月

下
旬
頃
、
受
入
人
員
は
二
十
四
名

を
計
画
し
て
い
る
。

□
今
回
の
受
入
企
業

㈲
鋼
鉄
筋
、
㈲
テ
ン
ジ
ン
（
柳
田

村
）
㈲
道
下
電
子
製
作
所
（
門
前

町
）
㈱
ア
イ
タ
ッ
ク
（
鹿
島
町
）

㈱
レ
オ
（
志
雄
町
）
の
五
企
業

第
十
二
次
中
国
研
修
生
受
入

第
十
二
次
中
国
研
修
生
受
入�

第
十
二
次
中
国
研
修
生
受
入�

産業廃棄物処理に関するアンケートへの産業廃棄物処理に関するアンケートへの�
ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。�

産業廃棄物処理に関するアンケートへの産業廃棄物処理に関するアンケートへの�
ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。�

産業廃棄物処理に関するアンケートへの�
ご協力ありがとうございました。�

　昨年度実施いたしました標記のアンケートに対しまして、
県内商工会地域の963事業所の皆様からご回答をいただ
きました。その集計結果並びに今後検討すべき課題につ
きましては、各商工会に送付いたしますとともに、５月
中に本会ホームページにて公開いたしますのでご覧くだ
さい。�
本会ホームページアドレス：http://www.ishikawashokokai.or.jp/

（
石
川
県
関
係
）

石
川
県
の
十
六
年
度
制
度
金
融

改
正
に
お
い
て
、
制
度
の
整
理
・

重
点
化
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
制
度

の
新
設
や
条
件
緩
和
と
い
っ
た
次

の
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

●
制
度
の
統
合
●

・
緊
急
経
営
支
援
融
資
・
経
営
安

定
特
別
対
策
融
資
・
資
金
繰
り

支
援
融
資
の
三
制
度
が
、
経
営

安
定
支
援
融
資
と
し
て
一
制
度

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

・
情
報
技
術
活
用
支
援
融
資
が
、

経
営
革
新
等
支
援
融
資
に
統
合

の
業
務
経
験
を
有
す
る
等
の
要
件

が
緩
和
さ
れ
、
事
業
を
営
ん
で
い

な
い
個
人
の
開
業
（
開
業
後
一
年

未
満
含
）
を
主
な
融
資
対
象
と
し
、

ま
た
開
業
前
の
融
資
限
度
額
が
所

要
資
金
の
五
分
の
四
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

●
設
備
資
金
の
条
件
緩
和
●

・
設
備
資
金
の
対
象
に
事
業
用
地

取
得
費
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

（
但
し
、
転
売
目
的
の
も
の
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
）。

・
県
産
業
創
出
支
援
機
構
が
実
施

し
て
い
る
設
備
資
金
貸
付
制
度

と
県
の
制
度
金
融
の
併
用
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

（
国
民
生
活
金
融
公
庫
関
係
）

新
創
業
融
資
制
度
等
の
融
資
限

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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長期的な改善傾向の中で一進一退�
　中小企業景況調査（１～３月期）�

　
県
下
商
工
会
地
域

に
お
け
る
平
成
十
六

年
一
〜
三
月
期
の
景

況
調
査
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
。�

　
産
業
全
体
を
Ｄ
・

Ｉ
で
み
る
と
、「
売
上
」

は
△
四
九
・
七
と
対

前
期
比
で
は
七
・
二

ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た

が
、逆
に「
採
算
」「
資

金
繰
り
」
は
、一
・
三

ポ
イ
ン
ト
、三
・
一
ポ

イ
ン
ト
改
善
さ
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
△
四
九
・
五
、

△
三
一
・
七
と
な
っ
た
。

「
売
上
」が
七
・
二
ポ

イ
ン
ト
も
悪
化
し
た

理
由
は
、
製
造
業
が

△
一
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
、建
設
業
が

△
二
九
・
一
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
悪

化
し
た
た
め
で
あ
る
。�

　
小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
も
、わ
ず

か
な
が
ら
悪
化
し
た（
そ
れ
ぞ
れ

△
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
、△
一
・
四
ポ
イ

ン
ト
）。建
設
業
の
悪
化
は
、公
共

事
業
削
減
の
影
響
を
こ
う
む
っ
た

た
め
だ
が
、他
の
三
業
種
は
、改
善

過
程
で
の
一
休
み
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
か
。�

「
採
算
」は「
売
上
」が
小
幅
悪
化
し

た
二
業
種
の
み
が
改
善
し
、「
資
金

繰
り
」は
、製
造
業
が
小
幅
悪
化（
△

〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
）し
た
の
を
除
い

て
他
の
三
業
種
は
改
善
さ
れ
た
。�

　
来
期
は
、「
売
上
」「
採
算
」が
そ

れ
ぞ
れ
四
・
五
ポ
イ
ン
ト
、八
・
七

ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
な
改
善
が
見
込

ま
れ
て
い
る
が
、「
資
金
繰
り
」だ

け
は
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
悪
化
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。業
種
別
に

見
る
と
、製
造
業
は
三
指
標
と
も

揃
っ
て
改
善
さ
れ
、建
設
業
は「
資

金
繰
り
」だ
け
が
悪
化
、小
売
業
は

「
売
上
」だ
け
が
悪
化
す
る
。サ
ー

ビ
ス
業
も
三
指
標
揃
っ
て
改
善
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。�

　
Ｄ
・
Ｉ
＝
企
業
経
営
者
の
景
気
の
見

通
し
を
表
す
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

算
出
方
法
は
、売
上
額（
採
算
・
資
金
繰

り
）が
好
転
す
る
と
回
答
し
た
企
業
の

割
合
か
ら
悪
化
す
る
と
回
答
し
た
企

業
の
割
合
を
差
し
引
き
し
た
も
の
で
あ

り
、Ｄ
・
Ｉ
が
プ
ラ
ス
な
ら
強
気（
楽
観
）、

マ
イ
ナ
ス
な
ら
弱
気（
悲
観
）、プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
同
数
の
場
合
は
Ｄ
・
Ｉ
は
０

と
な
る
。こ
こ
で
の
割
合
は
回
収
企
業

に
対
す
る
回
答
割
合
。�

�50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�売上額（完成工事額）�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�資 金 繰 り�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�採算（経常利益）�

10～12月期�15年�
1～3月期�

4～6月期� 4～6月期�
（予想）�

7～9月期� 16年�
1～3月期�

10～12月期�15年�
1～3月期�

4～6月期� 4～6月期�
（予想）�

7～9月期� 16年�
1～3月期�

10～12月期�15年�
1～3月期�

4～6月期� 4～6月期�
（予想）�

7～9月期� 16年�
1～3月期�

固定電話　　から固定電話　　へ�

固定電話　　から携帯電話　　へ�

県内への通話県内への通話�県内への通話�平日昼間� の通話料金比較�２分通話した場合�

市　　内�

相手先携帯電話�

通　話　料�

割　引　率�

ひまわりコール利用なら�

どこの携帯電話にかけても�
ひまわりコール利用前�

NTTドコモ� au（KDDI）� ボーダフォン�

隣接～20kmまで�

～60kmまで�

60km超　�

ひまわりコール�

7.5円�

60円�

8.5円�
20円�
20円�
30円�

70～90円�
15～33％�

90～120円�
33～50％�

120円�
50％�

※「県外への通話」区分で、２分7.5円の料金適用は、「マイライン」または「マイラインプラス」に「0038」を登録していただいた場合の登録完了日翌月１日からとなります。�

お問い合せ・ご加入は、�
最寄の商工会にご連絡ください。�
なお、商品内容等のお問い合わせは、�

ＬＴＳサポートセンター�
（7　0120ー568ー006）�
でも受け付けておりますので、お気軽にどうぞ。�

今話題のＩＰ中継電話だから、割安で高品質Y�
しかも、電話番号や利用中の機器・サービスはそのままY ますます身近になったひまわりコールです。�

県
内
市
外�

通話区分�
NTT東日本・西日本／�
KDDI／日本テレコム�

携帯への通話携帯への通話�携帯への通話�平日昼間� の通話料金比較�３分通話した場合�

県外への通話県外への通話�県外への通話�平日昼間� の通話料金比較�１分通話した場合�

隣接～20kmまで�
～30kmまで�
～60kmまで�
～100kmまで�
～100km超　�

ひまわりコール�

7.5円�
10円�
10円�
20円�
20円�
30円�

通話区分�
NTTコミュニケーションズ／�
KDDI／日本テレコム�

●下記他社料金は2004年１月１日現在の各社一般料金です。�
　割引サービス、付加サービスは含まれておりません。�

●下記他社料金は2004年１月１日現在の各社一般料金です。�

全国一律�

ひまわりコールから携帯電話へ発信する場合のダイヤル方法�

マイライン固定通話区分に「0038」を登録されていない場合、及び�
登録完了前は、頭に「0038」が必要です。�

010 81 （0）90【（0）80】　AAAA　XXXX
または�

（相手先の携帯電話番号）�

携帯電話への通話料が�
ぐっと安くなるY

加入料�

無料�

月額基本料金�

無料�2004年２月通話利用分より�
基本料金が無料となりました。�
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「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶

え
ず
し
て
、
も
と
の
水
に

あ
ら
ず
。
澱
み
に
浮
か
ぶ

泡
沫
は
か
つ
消
え
か
つ
結

び
て
、
久
し
く
止
ま
る
こ

と
な
し
」。

栄
枯
盛
衰
を
繰
り
返
す

産
業
構
造
の
変
遷
を
見
る

に
つ
け
、
む
か
し
学
ん
だ
こ
の
言
葉
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

さ
き
頃
発
表
さ
れ
た
平
成
十
五
年
度

第
三
四
半
期
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

は
年
率
換
算
で
実
質
六
・
四
％
と
、
平

成
二
年
の
バ
ブ
ル
期
以
来
の
高
い
成
長

率
を
達
成
し
、「
こ
の
先
、
本
格
的
な

経
済
成
長
が
見
込
め
る
」
と
の
期
待
感

も
囁
か
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実
問
題
と

し
て
我
々
を
取
り
巻
く
地
域
経
済
や
中

小
企
業
の
実
感
と
は
ほ
ど
遠
い
、
と
の

印
象
を
受
け
る
事
業
者
も
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

県
内
の
基
幹
産
業
で
あ
る
繊
維
に
し

て
も
、
中
国
を
始
め
海
外
か
ら
の
圧
倒

的
な
製
品
流
入
で
壊
滅
的
な
痛
手
を
う

け
、
倒
産
・
廃
業
等
に
よ
る
産
業
基
盤

の
脆
弱
化
は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
、こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、

独
自
の
技
術
開
発
や
経
営
戦
略
を
通
し

て
こ
れ
ら
の
難
局
を
克
服
し
、
企
業
の

再
生
を
目
指
し
て
い
る
経
営
者
も
お
ら

れ
ま
す
。

先
日
の
テ
レ
ビ
番
組
で
も
、
産
業
用

新
素
材
の
開
発
に
取
り
組
む
地
元
企
業

や
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
顧
客
の
要

望
を
い
ち
早
く
先
取
り
し
、
高
付
加
価

値
の
商
品
化
を
目
指
す
鹿
島
郡
の
繊
維

業
者
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
企
業
に
見
ら
れ
る
共
通
項

は
、
自
ら
が
培
っ
た
技
術
を
活
か
し
つ

つ
も
、
従
来
と
は
異
な
る
分
野
へ
の
事

業
展
開
や
更
な
る
研
究
開
発
等
を
通
し

て
「
企
業
体
質
を
大
胆
に
変
革
さ
せ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冒
頭
の
古
典
が
教
え
る
如
く
、
現
状

の
赴
く
ま
ま
に
時
を
過
ご
し
、
只
、
ひ

た
す
ら
景
気
の
回
復
を
待
ち
望
む
と
こ

ろ
に
は
、
決
し
て
企
業
の
将
来
は
見
出

せ
な
い
、
と
言
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き

と
思
い
ま
す
。

（
県
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員

赤
丸
　
義
郎
）

古
典
か
ら
学
ぶ

経営一口講座

５月から９月まで加入促進運動展開中�５月から９月まで加入促進運動展開中�
みんなで活かす�みんなで活かす�みんなで活かす�

◇１つの掛金で３つの備え�
　この制度は、「貯蓄」「低料金な保険」「融資」の３つを組み合わせた商工会員の�
ための共済制度です。�

□加 入 者　商工会員及びその家族、従業員　　□加 入 期 間　10年・５年�
□被 保 険 者　６歳～70歳　　　　　　　　□掛 　 　 金　１口月額2,000円・2,500円�
□加 入 口 数　被保険者１人10口まで�
■提携金融機関　県下信用金庫　　　　　　　■提携保険会社　ジブラルタ生命保険㈱�

＊詳細についてのお問い合せ、加入申し込みの手続きは地元商工会へ�

商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�

お知らせ�

石川労働局より�

労働保険の年度更新手続きはお早めにY

金沢税務署より�

国税電子申告・納税システム（e-Tax）�

金沢国税局管内の自宅・事務所で申告や納税�
などができるようになりました。�
詳しくは、下記をご覧・問い合わせください。��
e-TaxHP　http://www.e-tax.nta.go.jp�
ヘルプディスク　0570－015901�
金沢税務署　076－261－3221

総務省統計局・経済産業省より�

事業所・企業統計調査�
商業統計調査�
サービス業基本調査�

　申告・納付手続き期限�

５月20日まで�

６月１日�

６月１日スタートY

５月20日まで�

６月１日�

６月１日スタートY

三つの調査を�
一度に行います。�

ご協力をお願いします。�
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い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�

平
成
十
五
年
度

平
成
十
五
年
度�

平
成
十
五
年
度�

前
号
に
続
き
、
平
成
十
五
年
度

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞
受

賞
店
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
飲
食
業
②
野
々
市
町
本
町
一
の

八
の
二
八
③
〇
七
六
―
二
九
四
―

一
四
八
六
④
午
前
十
一
時
半
〜
午

後
二
時
半
、午
後
五
時
半
〜
八
時

（
水
曜
日
。第
三
火
曜
日
）⑤
契
約
栽

培
に
よ
り
、米
・
大
根
・
ね
ぎ
等
の

食
材
を
調
達
し
て
い
ま
す
。自
家
製

粉
の
そ
ば
粉
と
水
だ
け
で
打
っ
た

そ
ば
の
実
本
来
の
味
と
香
り
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。⑥
小
が
大
に
対

抗
す
る
策
と
し
て
、徹
底
し
て
手
間

を
か
け
る
姿
勢
。店
頭
の
そ
ば
打
ち

実
演
場
を
含
め
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が

優
れ
て
い
る
。
厨
房
中
心
の
施
設
、

客
室
の
配
置
等
が
良
い
。
そ
ば
づ

く
り
の
全
て
を
見
せ
る
工
夫
あ
り
。

①
め
が
ね
・
時
計
・
宝
飾
品
小
売

業
②
寺
井
町
寺
井
夕
二
〇
二
の
一

③
〇
七
六
一
―
五
七
―
二
〇
一
四

④
午
前
九
時
〜
午
後
八
時
（
不
定

休
）⑤
後
継
者
も
経
営
に
加
わ
り
、

家
族
一
丸
と
な
り
経
営
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
お
客
様
に
気
軽
に

お
越
し
い
た
だ
け
る
顔
な
じ
み
の

店
を
心
が
け
ま
す
。
⑥
白
を
基
調

に
明
る
く
近
代
的
な
お
店
は
、
高

額
商
品
を
豊
富
に
品
揃
え
し
高
級

感
を
演
出
。
什
器
陳
列
に
曲
線
を

取
り
入
れ
て
、
単
純
さ
を
無
く
し

て
い
る
の
は
と
て
も
良
い
。
地
域

一
番
店
と
し
て
、
大
型
店
、
デ
ィ

ス
カ
ウ
ン
ト
店
等
と
の
差
別
化
商

品
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
、
専

門
店
ら
し
さ
を
発
揮
し
て
い
る
。

①
飲
食
業
②
中
島
町
浜
田
一
部
六

九
の
一
番
地
③
〇
七
六
七
―
六
六

―
〇
一
八
三
④
午
前
十
一
時
〜
午

後
九
時
（
月
曜
日
）
⑤
「
も
て
な

し
」
料
理
店
と
し
て
の
当
た
り
前

の
原
則
で
あ
る
、
さ
わ
や
か
、
親

し
み
、
新
鮮
素
材
、
清
潔
な
店
内

な
ど
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
地

元
、
能
登
の
四
季
の
素
材
を
使
っ

た
料
理
を
堪
能
く
だ
さ
い
。
⑥
味

で
勝
負
。
い
き
の
良
さ
、
活
気
を

感
じ
る
お
店
。
厨
房
を
中
心
と
し

た
店
内
の
各
施
設
、
部
屋
の
配
置

な
ど
よ
く
出
来
て
い
る
。
ポ
イ
ン

ト
に
配
置
さ
れ
る
大
型
の
生
け
花

が
効
果
的
。

①
飲
食
業
（
フ
ラ
ン
ス
料
理
）
②

か
ほ
く
市
宇
野
気
卜
六
〇
番
地
③

〇
七
六
―
二
八
三
―
七
五
六
六
④

午
前
十
一
時
半
〜
午
後
二
時
、
午

後
五
時
半
〜
九
時
（
火
曜
日
。
祝

◆
紹
介
事
項
　
①
業
種
②

住
所
③
電
話
番
号
④
営
業

時
間
（
定
休
日
）
⑤
店
の
特

徴
、
経
営
上
の
モ
ッ
ト
ー

⑥
評
価
さ
れ
た
点

日
の
場
合
は
営
業
）
⑤
日
本
人
が

食
べ
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
こ
だ
わ

り
、
従
来
の
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ

を
な
く
し
、
シ
ェ
フ
自
ら
選
ん
だ

素
材
で
創
作
料
理
を
提
供
し
ま

す
。
⑥
顧
客
第
一
主
義
の
経
営
姿

勢
と
料
理
の
腕
前
で
県
内
一
円
に

フ
ァ
ン
を
持
つ
。
ガ
ラ
ス
越
し
の

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
イ
ル

で
、
お
客
様
の
客
層
、
お
帰
り
の

際
の
表
情
な
ど
常
に
お
客
様
に
注

意
を
払
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

会
員
顧
客
を
対
象
と
し
た
「
華
麗

な
る
食
の
響
宴
」（
和
洋
中
の
シ

ェ
フ
が
揃
っ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

提
供
す
る
）、
デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ

ン
グ
付
ラ
ン
チ
・
デ
ィ
ナ
ー
（
毎

月
第
一
、
第
三
日
曜
日
）
な
ど
優

れ
た
企
画
。

奨
励
賞

奨
励
賞�

奨
励
賞�

「
手
間

「
手
間
ひ
ま
惜
し
ま
ぬ
仕
事
仕
事
で
魅
せ
る
」�

「
手
間
ひ
ま
惜
し
ま
ぬ
仕
事
で
魅
せ
る
」�

奨
励
賞

奨
励
賞�

奨
励
賞�

「
気
軽

「
気
軽
に
行
け
る
顔
な
じ
み
の
店
」
店
」�

「
気
軽
に
行
け
る
顔
な
じ
み
の
店
」�

奨
励
賞

奨
励
賞�

奨
励
賞�

「
来
「
来
て
よ
し
、
し
、味
よ
し
、
し
、能
登
半
島

能
登
半
島
の
真
ん
中
。
中
。」�

「
来
て
よ
し
、味
よ
し
、能
登
半
島
の
真
ん
中
。」�

奨
励
賞

奨
励
賞�

奨
励
賞�

「
お
客
様
客
様
の
笑
顔
笑
顔
が
最
高
最
高
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」�

「
お
客
様
の
笑
顔
が
最
高
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」�
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～中小企業経営者の皆様へ～� 傷害共済　６月から更に魅力アップZ傷害共済　６月から更に魅力アップZ傷害共済　６月から更に魅力アップZ

入院共済金　１日�

（Ⅰ型加入・70歳までの方の場合）�

10,000円�10,000円�10,000円�

死亡共済金�

（Ⅲ型加入・70歳までの方交通事故死亡の場合）�

1,500万円万円�1,500万円万円�1,500万円�

●既設「傷害共済Ⅰ型、Ⅱ型、ファミリー型」の魅力アップの内容�
＊現在ご加入いただいている皆様には、６月１日以降発生したケガから運用いたします。（なお、月額掛金の変更はありません。）�
＊入通院重視型として次の保障内容を改正いたします。�
　・入院共済金の引上げ………Ⅰ型9,500円→　10,000円　、Ⅱ型4,700円→　5,000円�
　・通院共済金の引上げ等……ファミリー型本人3,000円→　3,500円　　親族1,700円→　1,000円�
　・病気での死亡弔慰金の引下げ……Ⅰ型50万円→　30万円　、Ⅱ型25万円→　15万円�
　・手術共済金を新設…………手術の種類別にⅠ型　20万円～５万円　、Ⅱ型　10万円～2.5万円�
　　　　　　　　　　　　　　（ただし、ファミリー型にはありません。）�
　・加入年齢の拡大……………Ⅰ型及びⅡ型では70歳までに加入した被共済者は、　75歳まで加入の継続ができます。�
　　　　　　　　　　　　　　（ただし、ファミリー型の契約者は現行どおりです。なお、保障内容は70歳までの保障の半額となります。）�
�
●新設「傷害共済Ⅲ型、Ⅳ型」の充実保障内容�
＊６月１日から募集を開始いたします。�
＊Ⅰ型、Ⅱ型より死亡保障を大きくし、入・通院を引下げした生命重視型として、次表の保障内容としております。�
　（ただし、70歳までに加入した被共済者は、75歳まで加入の継続ができますが、保障内容は70歳までの保障の半額となります。）�

傷害共済Ⅲ型� 傷害共済Ⅳ型�
2,000円� 1,000円�

1,500万円（750万円）� 600万円（300万円）�
1,000万円（500万円）� 300万円（150万円）�
1,000万円～40万円� 300万円～12万円�
（500万円～20万円）� （150万円～６万円）�
4,000円（2,000円）� 2,000円（1,000円）�
1,500円（750円）� 1,000円（500円）�
4,000円（2,000円）� 2,000円（1,000円）�
20万円～5万円� 10万円～2.5万円�

（10万円～2.5万円）� （５万円～1.25万円）�
100万円（20万円）� 50万円（10万円）�

15歳～70歳（継続は75歳まで）�

月 払 掛 金 �
死亡共済金�
　交通事故�
　ケ　　ガ�
後 遺 障 害 �

入 院 日 額 �
通 院 日 額 �
往 　 　 診 �
手 　 　 術 �

死亡弔慰金�
加 入 年 齢 �

もう一つの備え�
　●「ハンドル共済」の主な内容�
・人身事故での見舞金や弔慰金などの保険の適用外�
　の出費を契約者に支払�
○１口の保障内容�

年払掛金�

自家用乗用車� 11,000円�

自家用普通貨物車（２ｔ超）� 27,000円�

自家用小型貨物車� 11,000円�

自家用軽乗用車� 5,500円�

自家用普通貨物車（２ｔ以下）� 17,000円�

自家用軽貨物車� 5,500円�

死　　亡� 300万円�

300万円～12万円�

3,000円�

1,500円�

後遺障害�

入院日額�

通院日額�

☆中小企業共済（協）は、どんなケガ（仕事中・日常生活）でも迅速に共済金を支払います。�
　なお、14年度の傷害共済金の支払実績は240件（年度末未加入件数2,485件）ありました。�
�
【傷害共済Ⅰ型の共済金支払例の紹介】�
　①脚立に乗って自宅物置の高い場所の物を整理中、脚立が倒れて右足踵骨骨折・右大腿骨ひびで入院49日、通院86日の場合の共済金は、�
　　入院分　49日×9,500円＝465,500円　　通院分　86日×4,000円＝344,000円　　合計　809,500円�
　②商品を運搬中、転んで左ヒザを強打し、左ひざ関節捻挫で通院23日の場合の共済金は、通院分23日×4,000円＝　92,000円�

石川県中小企業共済協同組合�金沢市鞍月２－20　ＴＥＬ　076ー268ー7300（石川県商工会連合会内）�

＊１口の保障内容　（　）内は70歳以上の継続加入者の共済金額�

①
飲
食
業
（
中
華
料
理
）
②
山
中

町
湯
の
本
町
ラ
二
一
③
〇
七
六
一

―
七
八
―
一
〇
八
七
④
午
前
十
一

時
半
〜
午
後
二
時
、
午
後
五
時
〜

十
一
時
（
木
曜
日
）
⑤
看
板
商
品

の
手
作
り
餃
子
は
注
文
を
受
け
て

か
ら
皮
を
延
ば
す
の
で
、
多
少
お

待
た
せ
し
ま
す
が
、
当
店
の
こ
だ

わ
り
で
あ
り
自
慢
で
す
。
温
泉
の

町
ら
し
く
入
口
す
ぐ
の
棚
に
観
光

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
バ
ン
ド

ラ
イ
ブ
＆
お
食
事
会
な
ど
イ
ベ
ン

ト
も
盛
ん
。
手
作
り
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
な
ど
も
販
売
。
⑥
街
づ
く

り
へ
の
愛
情
、
地
域
と
と
も
に
発

展
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
感

じ
ま
す
。
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
ラ
イ
ブ
イ

奨
励
賞

奨
励
賞�
奨
励
賞�

「
取
「
取
り
組
り
組
み
多
彩
多
彩
で
話
題
豊
富

話
題
豊
富
な
お
店
」
店
」�

「
取
り
組
み
多
彩
で
話
題
豊
富
な
お
店
」�

ベ
ン
ト
な
ど
多
彩
な
話
題
提
供
で

お
店
を
印
象
づ
け
て
い
る
。
食
事

だ
け
さ
せ
る
お
店
と
の
差
別
化
に

取
り
組
む
オ
ー
ナ
ー
の
姿
勢
が
良

い
。「
ほ
っ
と
石
川
健
康
づ
く
り

応
援
の
店
」
認
定
店
。

h
ttp
://w
w
w
.kaga-tv.co

m
/

ch
o
raku

/

第７回商工会女性部�
全国大会in石川�

第７回商工会女性部�
全国大会in石川�

第７回商工会女性部�
全国大会in石川�

－女性部リーダー3,000名が石川に集結－�

【スローガン】�

【大会式典】�

期日：平成16年10月７日（木）�

場所：石川県産業展示館４号館�

【移動分科会】�

期日：平成16年10月８日（金）�

場所：①金沢市「石川厚生年金会館」�

　　　②山中町「山中座、ゆげ街道」�

　　　③中島町「能登演劇堂」�

出会いの瞬間Y　輝く未来、�
　　　　今、わたしたちの手で�

と き �

予　告�



一
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

施
行

平
成
十
四
年
五
月
に
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
従
来
は
、

一
気
に
破
砕
し
て
い
た
構
築
物
等

を
分
別
し
て
解
体
し
、
再
生
利
用

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

例
え
ば
古
家
を
壊
す
場
合
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
廃
材
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
廃
材
、
廃
木
材
に
分
別
し
砕
石

や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
材
、
木
材
チ
ッ

プ
等
に
再
生
し
て
再
利
用
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

㈱
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ア
は
こ
の

条
件
を
満
た
す
た
め
に
、
㈱
西
中

建
設
の
西
中
会
長
が
中
心
と
な
り
、
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同
社
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り

珠
洲
市
郡
の
建
設
業
者
は
廃
材
の

処
理
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と
な
く
、

安
心
し
て
本
業
の
土
木
建
築
に
精

を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

三
奥
能
登
の
活
性
化
の
た
め
に

―
硅
藻
土
利
用
企
業
の
再
建
―

㈱
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ア
社
長
西

中
勝
美
氏
は
、内
浦
町
松
波
に
本
社

を
置
く
土
木
建
築
請
負
業
の
㈱
西

中
建
設
の
代
表
取
締
役
会
長
で
も

あ
る
。
西
中
氏
は
、
永
年
、
土
木

建
設
業
に
従
事
し
て
き
た
が
、
昭

和
五
十
七
年
に
周
囲
か
ら
頼
ま
れ
、

倒
産
し
た
硅
藻
土
会
社
の
再
建
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
奥

能
登
振
興
に
役
立
つ
な
ら
ば
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
も
お
手
伝
い
す
る

と
の
か
ね
て
か
ら
の
信
念
の
実
践

で
あ
る
。

硅
藻
土
は
奥
能
登
に
存
在
す
る

ほ
と
ん
ど
無
尽
蔵
と
い
っ
て
い
い

く
ら
い
の
大
資
源
で
あ
る
が
、
引

探�探�訪�訪� 37

リサイクル時代の申し子�

株式会社クリーンファイア：内浦町�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

同
業
者
七
人
が
協
力
し
て
生
ま
れ

た
企
業
で
あ
る
。
設
立
は
平
成
九

年
六
月
だ
っ
た
の
で
待
ち
に
待
っ

た
法
施
行
日
の
到
来
で
あ
っ
た
。

二
㈱
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ア

の
事
業
内
容

同
社
の
事
業
は
、
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
木
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

破
片
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
破
片
等
の

中
間
処
理
（
破
砕
）
で
あ
る
。

解
体
や
伐
採
に
よ
っ
て
発
生
し

た
大
量
の
廃
材
や
切
株
等
の
木
く

ず
は
、
四
〇
〇
ｔ
／
日
の
処
理
能

力
を
持
つ
大
型
破
砕
機
に
か
け
ら

れ
、
木
材
チ
ッ
プ
に
生
ま
れ
変
わ

っ
て
、
種
子
や
堆
肥
と
混
合
さ
れ

道
路
脇
の
緑
化
や
雑
草
防
止
に
再

利
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
は
、

内
部
に
仕
込
ま
れ
て
い
る
鉄
筋
等

を
取
り
除
い
て
、
別
の
破
砕
機
に

か
け
ら
れ
三
四
四
ｔ
／
日
の
速
度

で
粉
砕
さ
れ
る
。
同
機
で
先
に
破

砕
さ
れ
て
い
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
破

片
と
五：

五
の
比
率
で
混
ぜ
ら
れ

て
、
道
路
の
締
ま
り
を
良
く
す
る

た
め
の
骨
材
と
し
て
舗
装
基
盤
に

埋
め
ら
れ
再
利
用
さ
れ
る
。

き
受
け
た
の
は
こ
れ
を
利
用
し
て

コ
ン
ロ
を
製
造
・
販
売
す
る
能
登

ダ
イ
ヤ
工
業
㈱
と
、
そ
の
際
に
発

生
す
る
粉
を
利
用
し
て
壁
材
等
の

建
材
を
生
産
す
る
能
登
ダ
イ
ア
ト

ム
㈱
の
二
社
で
あ
る
。

硅
藻
土
に
は
、
調
湿
性
、
脱
臭

性
、
断
熱
性
等
の
特
性
が
あ
り
、

家
屋
に
塗
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
快
適
性
を
高
め
る
働
き
を
す

る
。
最
近
で
は
ア
ト
ピ
ー
に
効
く

こ
と
も
判
明
し
て
に
わ
か
に
注
目

を
集
め
て
い
る
が
、
西
中
氏
は
、

本
業
以
外
に
併
せ
て
三
社
を
経
営

せ
ざ
る
を
え
な
い
羽
目
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ

て
奥
能
登
経
済
に
大
き
な
足
跡
を

残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
経
営
上
の
課
題

㈱
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ア
に
話
を
戻

す
と
、直
面
す
る
緊
急
の
課
題
は
、木

材
チ
ッ
プ
の
用
途
拡
大
で
あ
る
。道
路

法
面
の
緑
化
に
使
う
だ
け
で
は
発
生

量
は
あ
ま
り
に
膨
大
で
あ
る
。
牧
場

に
敷
く
の
も
一
つ
の
案
だ
が
、
牛
の

蹄
が
割
れ
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
。

考
え
つ
い
た
最
良
の
方
法
は
、チ
ッ

プ
を
燃
料
と
し
て
使
い
、電
気
を
起
こ

す
こ
と
で
あ
る
。燃
焼
に
よ
っ
て
大
気

中
に
一
旦
は
放
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭

素
は
樹
木
の
生
育
過
程
で
再
び
吸
収

蓄
積
さ
れ
る
の
で
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
代
表
格
と
し
て
喧
伝
さ
れ
て

い
る「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」の
燃

料
を
供
給
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。現

在
糸
魚
川
市
の
セ
メ
ン
ト
工
場
だ
け

に
限
定
さ
れ
て
い
る
出
荷
先
を
い
か

に
し
て
拡
大
し
て
い
く
か
と
い
う
大

き
な
課
題
を
背
負
い
込
ん
で
い
る
。同

じ
く
健
康
と
環
境
に
や
さ
し
い
硅
藻

土
建
材
も
社
会
的
に
は
全
く
未
知
と

い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
あ
り
、そ
の

Ｐ
Ｒ
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

㈱
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ア
と
硅
藻
土

二
社
の
発
展
は
㈱
西
中
建
設
も
含
め

て
奥
能
登
の
繁
栄
を
占
う
貴
重
な
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
今
後
と
も
社

会
と
関
係
先
の
絶
大
な
る
支
援
と
支

持
を
必
要
と
し
て
い
る
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

株
式
会
社
　
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ア

〒
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七
―
〇
六
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九
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一
四
―
一

Ｔ
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〇
七
六
八
―
七
二
―
二
二
一
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Ｆ
Ａ
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〇
七
六
八
―
七
二
―
二
二
一
二

西中勝美社長
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